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大
腸
が
ん
の
最
新
治
療

〜
３
種
類
の
手
術
〜

絹
笠
祐
介
氏

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

大
腸
外
科
部
長

医
療
、看
護
と
地
域
企
業
と
の
連
携
植
田
勝
智
氏

静
岡
県
産
業
振
興
財
団

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

早
期
発
見
に
は
　
　
　

定
期
健
診

大
腸
が
ん
の
患
者
数
は
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。現
在
、

男
女
共
に
２
番
目
に
多
い
病
気

で
、
女
性
の
死
亡
率
は
１
位
で

す
。
統
計
的
に
は
男
性
の
12
人

に
１
人
、
女
性
の
15
人
に
１
人

が
罹
患
す
る
が
ん
で
す
。

大
腸
は
盲
腸
か
ら
直
腸
ま
で

約
１
・
５
㍍
あ
り
、小
腸
で
残
っ

た
水
分
を
吸
収
し
、
便
を
作
る

県
東
部
で
伸
び
る
　
　

医
療
産
業

産
業
の
デ
パ
ー
ト
と
も
呼
ば

れ
る
本
県
は
、
平
成
22
年
度
の

自
動
車
や
、
家
電
、
食
料
品
、

紙
パ
ル
プ
な
ど
の
製
品
出
荷
額

は
、
約
15
兆
８
千
億
円
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
医
薬

品
と
医
療
機
器
の
出
荷
額
を
合

わ
せ
る
と
約
８
千
３
０
０
億
円

に
の
ぼ
り
、
全
国
で
１
位
。
23

年
度
に
は
医
薬
品
が
６
０
０
億

働
き
が
あ
り
ま
す
。

検
診
な
ど
で
大
腸
ポ
リ
ー
プ

が
見
つ
か
り
ま
す
が
、
そ
の
約

８
割
は
、「
が
ん
で
は
な
い
が

放
置
す
る
と
が
ん
化
の
可
能
性

が
あ
る
」
で
き
も
の
で
す
。
５

㍉
以
下
の
ポ
リ
ー
プ
に
は
ほ
と

ん
ど
が
ん
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

円
、
医
療
機
器
が
４
０
０
億
円

ほ
ど
増
加
し
、
９
千
４
４
０
億

円
で
や
は
り
ト
ッ
プ
で
す
。

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
と
は
静
岡

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
開
院
を
機

に
、
同
セ
ン
タ
ー
を
中
核
に
し

た
、
県
東
部
地
域
を
医
療
健
康

関
連
産
業
の
拠
点
に
す
る
と
い

こ
れ
を
超
え
る
と
一
定
の
頻
度

で
が
ん
化
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
内
視
鏡
で
切
除
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
が
発
生
す
る
場
所

は
さ
ま
ざ
ま
で
症
状
も
異
な
り

ま
す
が
、
初
期
の
大
腸
が
ん

に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
が
腸
の
上
部
、
粘
膜

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
初
期
の
状

態
で
し
っ
か
り
取
り
除
け
ば

１
０
０
％
治
り
ま
す
が
、
深
く

潜
る
に
つ
れ
て
治
療
は
難
し
く

な
る
の
で
、
定
期
的
検
診
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。　

が
ん
の
多
く
は
出
血
を
起
こ

し
ま
す
。
便
の
中
に
含
ま
れ
る

血
液
を
調
べ
る
「
便
潜
血
反
応

検
査
」
は
簡
単
に
行
え
る
一
次

検
診
検
査
な
の
で
、
40
代
に
な

っ
た
ら
、
早
期
発
見
の
た
め
に

も
欠
か
さ
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
検
査
で
陽
性
反
応
は
16

人
に
１
人
の
割
合
で
す
。
そ
の

中
で
実
際
に
が
ん
の
方
は
、
26

人
に
１
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
二

次
検
診
で
正
確
な
診
断
を
受
け

う
、
県
の
「
富
士
山
麓
先
端
医

療
産
業
集
積
構
想
」
に
よ
り
立

ち
上
が
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
こ
の
10
年
間
で
医
療
機
器

に
つ
い
て
は
出
荷
額
が
１
・
５

倍
に
も
伸
び
、
こ
の
地
域
の
雇

用
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

も
の
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
、
世
界
展
開
の
４

つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。具

体
的
に
は
「
産
学
官
共
同

研
究
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

新
し
い
抗
が
ん
剤
な
ど
の
開
発

を
目
指
し
た
「
創
薬
探
索
研

究
」、
地
域
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
「
新
製
品
開
発
」
や

人
材
育
成
に
加
え
、
昨
年
末
に

国
か
ら
「
ふ
じ
の
く
に
先
端
医

療
総
合
特
区
」の
指
定
受
け
て
、

薬
事
法
の
規
制
緩
和
や
金
融
機

関
と
連
携
し
た
利
子
補
給
な
ど

で
、
地
域
企
業
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
（
以
下
フ
ァ
ル
マ
）

て
く
だ
さ
い
。

メ
リ
ッ
ト
多
い 

　
　

内
視
鏡
検
査

一
般
的
な
二
次
検
診
は
大
腸

カ
メ
ラ
検
査
で
す
。
肛
門
か
ら

内
視
鏡
を
挿
入
し
、
直
腸
か
ら

盲
腸
ま
で
を
調
べ
ま
す
。
が
ん

の
発
見
率
は
95
％
で
す
。
検
査

中
に
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
っ
た

場
合
は
そ
の
場
で
切
除
で
き
る

の
で
、
大
腸
が
ん
の
発
生
率
を

下
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
最

近
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

撮
影
装
置
（
Ｃ
Ｔ
）
に
よ
る
検

査
も
あ
り
ま
す
が
、
大
腸
カ
メ

ラ
検
査
時
に
ポ
リ
ー
プ
切
除
が

で
き
る
利
点
を
考
え
、
ま
ず
は

大
腸
カ
メ
ラ
で
の
検
査
を
お
勧

め
し
ま
す
。

し
か
し
、
検
査
前
に
下
剤
を

２
㍑
も
飲
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

か
っ
た
り
、
内
視
鏡
で
腸
に
傷

が
付
く
危
険
性
も
あ
っ
た
り
す

る
の
で
、
確
か
な
検
査
技
術
を

持
つ
、
経
験
豊
富
な
施
設
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

単
独
で
は
実
施
不
可
能
で
す
。

が
ん
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
県

内
の
医
療
機
関
、
市
町
、
商
工

団
体
、
県
内
外
の
大
学
や
研
究

機
関
、
製
薬
企
業
、
金
融
機
関

な
ど
の
支
援
を
得
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

創
薬
探
索
事
業
で
は
、
県
環

境
衛
生
研
究
所
が
約
12
万
種
の

化
合
物
を
集
め
、
県
立
大
薬
学

部
で
「
薬
の
種
」
を
探
し
て
い

ま
す
。「
薬
の
種
」
を
発
見
す

る
と
、
製
薬
企
業
な
ど
と
共
同

研
究
を
進
め
ま
す
が
、
安
全
性

と
効
能
を
確
認
す
る
た
め
に
は

人
に
対
す
る
投
薬
試
験
、「
治

験
」
が
必
要
で
す
。

フ
ァ
ル
マ
は
県
内
２
０
０
床

以
上
の
29
の
病
院
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
み
、
製
薬
会
社
か

ら
新
し
い
薬
が
出
る
と
、
各
病

院
か
ら
該
当
す
る
症
例
の
情
報

提
供
を
受
け
、
製
薬
会
社
に
は

「
治
験
」
に
参
加
可
能
な
患
者

さ
ん
の
人
数
を
伝
え
る
な
ど
、

治
験
実
施
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
中
で
も
、
直
腸

の
手
術
は
、
骨
盤
の
奥
に
位
置

し
、
周
囲
に
は
膀
胱
、
生
殖
器

と
そ
れ
ら
を
つ
か
さ
ど
る
自
律

神
経
が
あ
る
た
め
、
難
易
度
が

高
く
な
り
ま
す
。
静
岡
が
ん
セ

ン
タ
ー
で
は
日
本
で
開
発
さ
れ

た
「
自
律
神
経
温
存
手
術
」
や
、

肛
門
の
筋
肉
を
一
部
取
り
な
が

ら
、
肛
門
の
機
能
を
残
す
「
内

肛
門
括
約
筋
切
除
手
術
（
Ｉ
Ｓ

Ｒ
）」
を
積
極
的
に
行
い
術
後

の
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め

て
い
ま
す
。

傷
口
が
小
さ
く
、
早
期
退
院

が
で
き
る
腹
腔
鏡
手
術
の
件
数

は
大
腸
が
ん
の
領
域
で
も
増
え

て
き
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は

２
０
０
８
年
に
開
腹
手
術
と
腹

腔
鏡
手
術
の
症
例
数
が
逆
転

し
、
昨
年
は
約
８
割
の
患
者
さ

ん
に
腹
腔
鏡
手
術
を
行
い
ま
し

た
。
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

の
技
術
認
定
を
受
け
た
医
師
の

い
る
施
設
で
の
治
療
も
選
択
肢

の
一
つ
で
す
。

医
療
の
も
の
づ
く
り
と
は

医
療
機
器
は
医
師
の
み
が
使

用
を
許
さ
れ
た
機
器
で
、
薬
事

法
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
機
器
開
発
に
は
開
発

担
当
者
の
薬
事
法
に
対
す
る
知

識
と
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

沼
津
高
専
、
東
海
大
開
発
工
学

部
も
共
同
し
て
、
同
法
を
踏
ま

え
た
も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
実
際
に
医
療
機
器
を

利
用
す
る
医
師
の
ニ
ー
ズ
が
重

要
な
た
め
、
臨
床
現
場
で
の
情

報
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
病
院
か
ら
医
療
機
器

開
発
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し

た
り
、
直
接
開
発
の
相
談
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。
開
発
の

手
順
は
、
ま
ず
医
療
機
器
に
該

当
す
る
か
を
判
断
し
、
研
究
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
複
数
社
が

関
わ
る
場
合
は
フ
ァ
ル
マ
が
企

業
間
の
連
携
を
取
り
ま
す
。

開
発
さ
れ
た
商
品
を
販
売
す

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
普
及

内
視
鏡
手
術
の
レ
ベ
ル
を
さ

ら
に
高
め
る
の
に
役
立
つ
の
が

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
で
す
。
米
国
で

開
発
さ
れ
た
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」

は
、
当
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

日
本
に
も
す
で
に
64
台
が
導
入

さ
れ
、前
立
腺
や
子
宮
の
摘
出
、

胃
、
食
道
な
ど
の
が
ん
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
手
術
台
か
ら

離
れ
た
コ
ン
ソ
ー
ル
で
、
医
師

が
立
体
画
像
を
見
な
が
ら
操
作

す
る
と
、
人
間

の
手
よ
り
も
自

由
に
動
か
せ
る

鉗
子
（
か
ん
し
）

を
付
け
た
４
本

の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
、
精
密

か
つ
正
確
に
切
開
や
、
縫
合
を

行
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
昨

年
か
ら
大
腸
が
ん
の
手
術
に
使

い
始
め
、
症
例
数
は
40
と
日
本

で
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

医
師
が
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を

る
際
に
は
、
フ
ァ
ル
マ
が
、
医

療
機
器
展
示
会
へ
の
出
展
を
は

じ
め
販
売
メ
ー
カ
ー
、
商
社
に

対
し
て
紹
介
し
、
販
路
を
開
拓

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
商
品

化
し
た
医
療
器
具
に
は
放
射
線

治
療
の
た
め
の
「
直
腸
脱
気

チ
ュ
ー
ブ
」
や

「
気
管
内
チ
ュ
ー

ブ
」 「
カ
フ
イ
ン

フ
レ
ー
タ
ー
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
人
の
手
で
一

日
約
千
枚
の
チ
ュ
ー
ブ
固
定
用

テ
ー
プ
を
カ
ッ
ト
し
て
い
た
作

業
を
自
動
化
す
る
「
テ
ー
プ

カ
ッ
タ
ー
」
も
開
発
し
、
ま
も

な
く
完
成
品
が
登
場
し
ま
す
。

地
元
の
技
術
を
　
　
　

医
療
の
現
場
に

本
県
に
あ
る
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
は
県
内
の
企
業
が
ど
の
よ

う
な
技
術
を
持
っ
て
い
る
か
把

握
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
フ
ァ
ル
マ
で
は
県
内

使
う
た
め
に
は
学
会
な
ど
が
推

奨
す
る
数
段
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
義
務
化
さ
れ
て
お
り
、
認

定
施
設
で
の
見
学
も
含
ま
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
該

当
す
る
病
院
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
技

術
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
11
月
に

日
本
初
の
大
腸
症
例
見
学
施
設

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

最
新
の
技
術
を
活
用
し
た
、

よ
り
患
者
さ
ん
に
負
担
が
少
な

く
、
精
度
の
高
い
手
術
の
普
及

が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
肝
心

な
の
は
が
ん
に
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
大
腸
が
ん
で
は
、肥
満
、

喫
煙
、
飲
酒
の
ほ
か
加
工
肉
の

摂
取
も
原
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
痔
の
中
で
も
痔
瘻（
じ

ろ
う
）
は
放
置
す
る
と
が
ん
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

血
縁
者
が
大
腸
が
ん
の
場
合

は
、
早
い
段
階
で
の
検
査
を
お

勧
め
し
ま
す
。
大
腸
が
ん
の
お

よ
そ
10
％
は
遺
伝
と
関
係
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

企
業
が
有
す
る
技
術
を
紹
介
す

る
こ
と
で
、地
元
企
業
の
部
品
、

部
材
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

と
、
地
元
企
業
の
技
術
（
シ
ー

ズ
）
を
冊
子
に
し
、
メ
ー
カ
ー

に
配
布
し
た
り
、
メ
ー
カ
ー
の

社
内
で
の
商
談
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
例
え
ば
自
動
車
関
連
企

業
の
技
術
が
医
療
器
具
開
発
に

生
か
せ
れ
ば
、
売
り
上
げ
増
、

雇
用
確
保
に
つ
な
が
る
か
ら
で

す
。あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

事
で
す
が
、
日
本
は
医
療
機

器
の
輸
入
過
多
国
で
す
。
約

２
兆
２
千
億
円
の
医
療
機
器
市

場
で
１
兆
１
千
億
円
が
輸
入
品

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ

ル
マ
で
は
医
療
機
器
製
造
を
行

う
地
域
企
業
を
増
や
し
、
少
し

で
も
国
内
製
品
、
さ
ら
に
地
元

で
開
発
さ
れ
た
医
療
機
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れ
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を
目
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す
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絹笠 祐介（きぬがさ・ゆうすけ）氏植田 勝智（うえだ・かつのり）氏
静岡県立静岡がんセンター大腸外科部長静岡県産業振興財団ファルマバレーセンター所長

　1998年東京医科歯科大卒。同年同大腫瘍外科学教室入局。
2001年より国立がんセンター（現国立がん研究センター）中央病
院勤務。06年より静岡がんセンター大腸外科勤務。10年より同部
長。専門は大腸がんの外科治療、腹腔鏡手術、ロボット手術、骨盤
解剖学。日本外科学会専門医。日本消化器外科学会専門医など。

　1976 年日大経済学部卒。同年静岡県中小企業
団体中央会入職。業務課、沼津事務所、調査課、秘
書室、組織課、東部事務所副所長を経て2005 年
しずおか産業創造機構ファルマバレーセンター副
所長として出向（現同財団）。12 年より所長。
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Ｑ　腫瘍マーカー検査で大腸がんは発見できますか。
絹笠　この検査は、早期がんでは陽性にならないこと

が多く、リンパに転移した進行がんでも 50％
しか陽性にならないので、大腸がんの早期発見
という目的は果せないのが現状です。がん細胞
の取り残し、抗がん剤、放射線治療の効果や再
発の兆候などを知るためには有効です。

山口　現在、がんの早期発見に役立つ腫瘍マーカーは前立
腺がんのＰＳＡなど少数です。ただし、ＰＳＡ検査
が異常値であっても実際にがんかどうかは、前立腺
に針を刺し、細胞を採取して顕微鏡で調べます。

事前や当日寄せられた質問を中心に質疑応答が行わ
れました。紙面の都合により、本講座の内容に即し
た質問事項をまとめました。

開院10周年

タウンミーティング ◆質疑応答◆
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がんを正しく恐れよう
～最新の治療とケア～

静岡県立静岡がんセンター公開講座第9弾「がんを正しく恐
れよう～最新の治療とケア～」（静岡新聞社・静岡放送、三
島市民文化会館主催、県立静岡がんセンター共催、スルガ
銀行特別協賛、三島市、同市教育委員会後援）の第2回が 
10月20日、三島市民文化会館で開かれ、絹笠祐介大腸外
科部長と植田勝智ファルマバレーセンター所長が「大腸がん
の最新治療～３種類の手術～」「医療、看護と地域企業との
連携」をテーマに講演しました。その概要をお伝えします。

Ｑ　医療用具が使いづらいのですが。
植田　患者さんが感じる不便さは、新しい機器・用具

開発のヒントにもなります。ファルマバレーセ
ンターなどに「この様な製品はないか」と問い
合わせてください。


